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豪州企業の高い配当の源泉とは？
2022年2月24日

【テーマ・レポート：豪州の魅力再発見シリーズ】

（出所）ブルームバーグ
※利益率はMSCI各国指数の各年末時点における売上高当期純利益率を使用
※ MSCIが算出する指数は、MSCI Inc.の財産であり、その著作権はMSCI Inc.に帰属します。

主要先進国企業の利益率

⚫ 豪州企業の利益率は約13％と他の先進国と比較して相対的に高い水
準となっています。

⚫ 配当は企業の利益から支払われます。高い利益率による豊富なキャッ
シュフローが、豪州株式市場の高い配当利回りに繋がっていると考えられ
ます。

次号は豪ドル相場の
注目点をご紹介

豪州企業の高い利益率が配当の源泉に

（出所）マーティン・カリー・オーストラリア（2021年12月末時点において取得可能なデータを基に作成）

⚫ 市場シェアが高い企業は、大規模経営による高い効率性や価格決定力
の優位性などを背景に、競争率が高く利益が安定している傾向がありま
す。

⚫ 豪州のスーパーマーケットは上位3社の市場シェアが約69%にのぼりま
す。そのため不当な価格競争等に巻き込まれることも少なく、安定した利
益を確保しやすくなっています。豪州企業はそれぞれの市場でのシェアが
比較的高いことから、利益率が高くなりやすい構造にあると考えられます。

市場シェアの高さが安定した利益創出に寄与

豪州では市場シェアが高い企業が多く、構造的に利益率が高くなる傾向。
利益率の高さが、相対的に高い配当の支払いに寄与。
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